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写真２　学生 12の運針の変化

写真３　学生 15の運針の変化
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る自己評価が高まったことがわかる。

　ここまで示したように，全学生が運針距離を伸ば

しつつ，縫い目の細かさや均一さを高めることがで

きた。縫い目については学生の自己評価も高まった。

これらの結果は，運針の実践によってなみ縫いの技

能が向上し，学生自身も技能向上を実感したと判断

して差し支えないものと考えられる。

　3.3　アンケート調査の結果
　設問１（１）「本講義を受講する前，なみ縫いを

含む基礎縫いが得意であったか」で①「とても得意

であった」を選択したのが１名，②「やや得意であっ

た」が７名，④「やや不得意であった」が６名，⑤

「とても不得意であった」が２名であった。「とても

得意であった」と「やや得意であった」を「得意グ

ループ」，「やや不得意であった」と「とても不得意

であった」を「不得意グループ」とすると，「得意

グループ」と「不得意グループ」は半数ずつである

ことがわかった。不得意と感じた理由として，「まっ

すぐ縫えないから」，「不器用だから」，「よく指に針

を刺していたから」，「途中で飽きたり雑でいいやと

思ってしまったりしたから」といった記述があった。

高校までに基礎縫いの技能が定着せず，それが苦手

意識につながっていると考えられる。「得意グルー

プ」の初回平均は 12.6 ㎝，最高記録平均は 41.8 ㎝

で，平均3.3倍に記録が伸びた。一方，「不得意グルー

プ」の初回平均は 7.1 ㎝，最高記録平均は 32.7 ㎝で，

平均 4.6 倍に記録が伸びた。基礎縫いが不得意と感

じていた学生の方が，得意と感じていた学生より記

録の伸び方が大きいことが判明した。15 回の運針

により技能の定着，向上につながったのではないか

と考えられる。

　設問２（１）「本講義で毎回運針を行ったことで，

基礎縫いに対する自信に変化はあったか」で①「と

ても向上した」と②「やや向上した」を選択したの

が各７名，③「どちらともいえない」が１名，⑤「か

なり下落した」が１名であり，16 名中 14 名の学生

は運針に取り組んだことにより基礎縫いの技能に自

信をもつことができたといえる。⑤を選択した１名

については，その理由に「直線を縫うことができな

くなっていた」と記述していた。久々に手縫いをし

たことで技能の低下を感じ，15 回の運針のみでは

以前までの力を取り戻せなかったという意味ではな

いかと捉えられる。

　設問３（１）「運針は，なみ縫いの技能向上のた

めに効果的であったか」で①「とても効果的であっ

た」を選択したのが 13 名，②「やや効果的であっ

た」が２名，④「あまり効果的でなかった」が１名

であった。（２）「①～⑤を選択した理由」には「毎

回行うことによって，ちゃんとした成果がみられた

から」，「初回に比べて記録がかなり伸びたから」，「何

回もやることによって，技術の向上と自信が身に付

くから」，「縫い目のきれいさよりも，気持ちを込め

て縫うことが大切だと感じたから」，「毎週行うこと

で自然とコツを意識できる」，「５分間だけであって

も，針に慣れることができたから」，「15 回の運針で，

40 ㎝も長く縫えるようになったから」などの記述

があり，運針がなみ縫いの技術向上に効果的であっ

たことを実感したといえる。④を選択した１名の学

生は，その理由を「時間を設定してしまうと，速さ

に頭がいってしまったから」としている。この点に

ついては，今後運針の指導を続けていくにあたり，

いっそう丁寧な意識づけをする必要がある。

　3.4　継続的な実践と記録の意義
　アンケートの設問４「運針について，身に付いた

力や自分の変化，運針に対する考えの変化等，自由

に記述しなさい」では，学生のさまざまな考えが記

述され，一人につき複数の回答があった。回答内容

を分類したところ，最も多かったのは「まっすぐ針

を扱えるようになって嬉しかった」，「今後，家でも

やるかもしれないと思うほど楽しい時間だった」，

「週に一度だったが，自分の成果を実感しながらや

ることができてとても楽しかった」など，自身の成

長を喜び，運針に楽しさを感じる内容であり，10

名が記述した。また，「最初は苦手分野だったが，

毎週やることによって自分でも気づくほど距離が伸

び，それが自信につながった」，「元々まったくでき

なかった自分がここまでできるようになったのは驚

いた」，「最初は 15 回で変化があるとは思わなかっ

たが，少しずつ記録が伸びていき自分に自信がつい

てきた」など，15 回にわたり繰り返し運針に取り

組むことが，技能の向上と自信につながったという

記述も７名の学生にあった。自分に自信をもち，手
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縫いの楽しさを実感するというのは，まさに小学校

家庭科において児童に伝えたいことである。教員を

目ざす学生がこのような考えを述べたことに，本研

究の大きな成果を感じた。

　さらに，「長さを測り記録として残しておくこと

で比較しやすく，記録が伸びると嬉しかった」，「毎

回の記録や縫い目を見て技能の向上を感じた」とい

う記述があり，単に練習を繰り返すだけでなく，毎

回の練習を記録に残し振り返りを行ったことも技能

や意欲の向上につながったものと考えられる。他に

も，「やればやるだけうまくなることを伝えたくなっ

た」，「毎回の運針によって針の扱い方や縫い方を知

り，子どもの目線で物事を考える力が身に付いた」，

「子どもには安全面をしっかり伝え，少しでも楽し

いと思ってもらいたい」，「子どもたちの教育の場面

でも，毎回行うことが大切だと感じた」など，教員

や教育現場を具体的に意識した考えも見受けられ，

今回の実践が家庭科の指導にもつながることを実感

したものと推察される。

４．おわりに

　運針の実践による学生の手縫い技能向上の効果を

検証した。その結果，週１回，わずか５分間の練習

であっても 15 回継続することで，全員に明らかな

技能向上がみられた。同時に，達成感を味わい自信

をもち，針を動かすことの楽しさや喜びを感じるな

ど，学生の内面にも前向きな変化が確認されたこと

は重要な成果といえる。本研究では，この経験を得

た学生たちが具体的にどのように児童へ手縫いを指

導するのか，どのような授業を提案するのかについ

て，指導案作成や模擬授業の時間などをとって検討

するまでに及ばなかったので，今後の課題としたい。

また，全員が教員として十分な技能水準に到達する

ための指導のあり方についても検討を行いたい。

５．倫理的配慮

　個人情報の取扱いには十分配慮し，使用したデー

タから個人が特定されないようにした。また，写真

やアンケートは研究目的のみに使用することの承諾

を得ている。
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Abstract

Implementation of Hand-Stitch Upskilling in Teacher Training Course

Ayaka BABA
Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University

　This practical report describes an upskilling course in hand-stitching for teachers soon after graduating from the 

school of education, the purpose of which is to train them how to teach hand-stitching to elementary school students. 

The teachers responded to a survey regarding their weekly five-minute hand-stitching practice, keeping track of their 

sewing measurements. As a consequence, their average sewing measurement improved about fourfold. The teachers 

realized their improvement and the effectiveness of repetitive hand-stitching practice.

　Keywords: teacher training course, upskilling of hand-stitch, Unshin, implementation


